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【結果】
スフェロイド形成用の特殊な培養ディッシュを
用いることで，口腔粘膜由来細胞から自発的ス
フェロイドが形成された．bFGF，EGF，B27サ
プリメントはスフェロイド形成効率を改善した
が，スフェロイド形成に必須ではなかった．一
方，スフェロイドの維持にはこれらの添加因子が
必要であった．この結果は，添加因子を含まない
培地で培養されたスフェロイドにおいて，添加因
子を加えた培地で培養されたスフェロイドと比較
して，Caspase 7 の高発現が見られたことで確認
された．口腔粘膜由来細胞からのスフェロイド
は，幹細胞マーカーである Sox2，SSEA1，Oct4，
Nanog，Nestinを発現していた．Sox2は，皮膚
細胞由来スフェロイドと比較して，口腔粘膜細胞
由来スフェロイドで有意に高発現していた．口腔
粘膜細胞および皮膚由来細胞によるスフェロイド
は，神経分化誘導後いずれも神経細胞およびシュ
ワン細胞に分化する能力を持っていたが，
MAP2，MBP，Nestin，Nurr1の発現は口腔粘
膜由来細胞によるスフェロイドで有意に高値で
あった．
【結語】
本研究の結果から，口腔粘膜由来のスフェロイ
ドは，皮膚細胞由来のスフェロイドと同様に高い
可塑性を有する幹細胞を含むことが示された．
ドーパミン産生ニューロンのマーカーである
Nurr1を含む複数の神経分化マーカーは口腔粘膜
細胞由来スフェロイドで高発現しており，口腔粘
膜由来細胞の神経変性疾患治療への有用性を示す
ものと考えられた．
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